
平和・自立・共生　ともにつくる黄
こ

金
がね

南
は え

風の平
さ と

和郷・はえばる

はえるん

平成28年度予算決まる
今年度の注目事業
日米地位協定の見直しに関する意見書
政務活動費収支報告　
14人の議員が一般質問

2
4
7
9
10 題字：立津　妃乃さん

　　（津嘉山小学校6年生）

写真：南風原町区長会

平成28年
3月定例会

NO.193
平成28年5月20日発行

誰がどこの
区長さんかな？

社協チャリティー公演



歳入
自主財

源

依
存

財源

自主財源

39.0％依存財源

61％

■ 一 般 会 計 　 1 3 2 億 6 , 8 9 0 万 円 ■

歳出

町税
37億1,925万円

民生費
58億8,606万円

土木費
16億2,844万円

教育費
15億3,054万円

総務費
14億1,306万円

公債費
9億9,714万円

衛生費
8億6,200万円

その他 5,114万円消防費
4億2,054万円

農林水産業費
1億8,500万円 議会費 1億2,382万円

地方交付税
21億500万円

国庫支出金
24億1,981万円

県支出金
22億6,058万円

町債（借入金）
5億8,210万円

地方消費税交付金
6億896万円

その他②
（地方譲与税、地方特例交付金等）
1億1,506万円

繰入金
4億6,208万円

その他①
（分担金及び負担金、
  使用料手数料等）
9億9,606万円

商工費
1億7,116万円
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

特別会計を含み総額 ２１２億７千万円 　　　  （前年比１億7,714万円の増）

  子育て支援・医療・       福祉予算を拡充

 

当
初
予
算 

２
億
８
６
２
０
万
円
増
額

歳　
入

歳　
出

　

一
般
会
計
予
算
は
、1
3
2
億
６
８
９
０
万

円
で
平
成
27
年
度
よ
り
2
億
8
6
2
0
万

円
（
2.2
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
…
自
主
財
源
は
対
前
年

度
比
6.2
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
は

１
億
７
０
１
７
万
円
（
4.8
％
）
増
額
し
て

い
ま
す
。
使
用
料
及
び
手
数
料
は
対
前
年

度
比
１
７
５
４
万
円
（
21.

6
％
）
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
は
、
４
歳

児
保
育
開
始
に
伴
う
幼
稚
園
保
育
料
及

び
預
か
り
保
育
料
の
増
等
が
あ
り
ま
す
。

■
歳
出
…
扶
助
費
（
住
民
福
祉
の
た
め
の

経
費
）
は
前
年
度
よ
り
３
億
６
６
７
６
万

円
（
10.

6
％
）
増
え
ま
し
た
。
よ
な
は

保
育
園
の
認
可
化
に
よ
り
、
認
可
保
育
園

の
運
営
費
及
び
３
歳
児
以
上
主
食
費
等

の
増
加
が
主
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

用語の説明
町税　　	 みなさまからの税金
繰入金	 町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金	 使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税	 自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債	 町の借金

民生費　お年寄りや児童福祉、保育所運営
土木費　道路や河川、公園の整備
教育費　幼稚園・小中学校教育や生涯学習
総務費　職員人事や役場全体の管理
公債費　借金（町債）の返済
衛生費　ごみ処理や予防接種

3 月
定例会

３
月
２
日
〜
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
し
、
６
会
計
す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
、
一
般
質
問
は
14
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

 
予
算
は
留
意
事
項
を
付
け
可
決

［
一
般
会
計
予
算
］

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
関
係
機
関
と
の
連
携
を

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

全
庁
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

病
児
病
後
児
保
育
委
託
施
設
の
拡
充
を

　

町
民
ニ
ー
ズ
を
充
た
す
た
め
委
託
施
設
を
増
や
す
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

待
機
児
童
解
消
の
取
組
強
化
を

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
計
画
を
前
倒
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
高

く
評
価
す
る
。
引
き
続
き
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
。

安
心
・
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

　

安
心
・
安
全
な
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

児
童
館
や
学
童
な
ど
と
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
。

観
光
協
会
の
運
営
体
制
強
化
を

　

観
光
協
会
は
、
自
立
に
向
け
運
営
体
制
強
化
を
図
り
、
観
光
振
興
施
策

の
充
実
の
た
め
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
。

平成
28年度 いま、町の財政は？

一般会計＋特別会計 

沖縄振興特別推進交付金

○当初予算総額は？
212億7,300万円

町民1人あたり56万9千円

○今年度の町の借金は？
8億2,980万円

一般会計………5億8,210万円
下水道事業………1億7,970万円
土地区画整理事業…6,800万円

○平成28年度末の借金残高見込みは？
173億5,145万円

町民1人あたり　46万4千円
○基金の合計（11基金）平成２７年３月末の預金は？

　13億7,591万円
町民1人あたり　3万6千円

○平成28年度の町の配分額は？
6億円

※一括交付金＝事業費の8割
※人口平成28年3月末現在　3万7,356人



整備を予定している通路

ウガンヌ前公園整備事業

めだか保育園（4月から） くわのみ保育園（6月予定）

南星中校区に認可保育園を3園新設予定

名古屋グランパスによるサッカー教室
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平
成
28
年
度
注
目
事
業

平
成
28
年
度
注
目
事
業

 

小
規
模
保
育
所
を
２
カ
所
設
置

                         

事
業
費 

３
３
０
０
万
円 

　

小
規
模
保
育
施
設
を
山
川
地
区
と
本
部

地
区
の
２
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

小
規
模
保
育
と
は

　

０
〜
２
歳
児
を
定
員
６
人
以
上
19
人
以

下
の
少
人
数
で
行
う
保
育
で
す
。
１
人
の

保
育
士
が
担
当
す
る
子
ど
も
の
数
が
少
な

い
た
め
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
質
の
高

い
保
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

認
可
保
育
園
を
新
設

                   

事
業
費 

１
億
４
５
０
４
万
円

　

60
人
規
模
の
認
可
保
育
園
を
設
置
し
ま

す
。
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
、
平
成
29

年
度
ま
で
に
新
た
に
２
カ
所
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。

 

法
人
保
育
園
職
員
へ
の
給
与
補
助

                         
事
業
費 

１
９
５
６
万
円

　

法
人
保
育
園
の
職
員
1
人
あ
た
り
の
補

助
を
５
０
０
０
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

（
３
０
０
０
円
→
５
０
０
０
円
）

 

ひ
と
り
親
家
庭
へ
認
可
外
利
用
料
補
助

                            

事
業
費 

５
２
４
万
円

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
お
け
る
認
可
外
保

育
施
設
利
用
料
を
減
免
し
た
認
可
外
保
育

施
設
に
対
し
て
、
月
額
２
万
６
０
０
０
円

を
上
限
に
補
助
を
し
ま
す
。

　

負
担
を
軽
減
し
、
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

 

津
嘉
山
小
南
側
避
難
通
路
を
整
備

                         

事
業
費 

２
５
２
２
万
円

　

小
学
校
は
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
津
嘉
山
小
学
校
南
側

集
落
か
ら
の
避
難
通
路
が
未
整
備
と
な
っ

て
い
る
た
め
整
備
し
ま
す
。

 

黄
金
森
公
園
の
整
備
で
合
宿
誘
致

                         

事
業
費 

４
９
８
０
万
円

　

黄
金
森
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
機
能
強

化
と
受
入
体
制
を
整
備
を
し
ま
す
。
陸
上

競
技
場
、
野
球
場
の
芝
生
を
嘱
託
員
や
委

託
業
務
で
管
理
し
、
良
好
な
フ
ィ
ー
ル
ド

に
整
備
し
ま
す
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
キ
ャ
ン
プ
や
県
外
大
学
の
陸

上
合
宿
や
町
民
各
種
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
良
好
な
環
境
で
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

 

ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
整
備（
宮
平
）

                        

事
業
費  

５
６
０
２
万
円

　

ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
の
多
目
的
広
場
や
夜

間
照
明
等
を
整
備
し
ま
す
。
地
域
の
交
流

等
で
活
用
で
き
る
公
園
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
で
整
備
完
了
す
る
予
定

で
す
。

   

町
特
産
品
の
販
売
促
進

                            

事
業
費 

９
８
２
万
円

　

県
内
外
で
行
わ
れ
る
沖
縄
フ
ェ
ア
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。
町
特
産
品

を
活
用
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
消
費
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

 

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置

                            

事
業
費 

２
５
４
万
円

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
認
知
症
ケ
ア
の

向
上
を
図
る
た
め
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
配
置
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る　

相
談
や
か
か
わ
り
方
の
指
導

②
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普　

及
・
啓
発
の
推
進

③
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
時
適
切
な　

医
療
・
介
護
等
の
提
供

暮らしによ・・り身近な予算

くわのみ保育園

めだか保育園 山川交差点

南風原町
役場

バスケット
コート

遊具



　

よ
な
は
保
育
園
は
４
月
か
ら
60

人
定
員
の
認
可
保
育
園
と
な
り
ま

す
。
認
可
園
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
た
。
学
童
も
併
せ

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

問 

定
数
を
増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。

答 

運
営
状
況
を
確
認
し
、
次
年

度
以
降
か
ら
検
討
す
る
。

　

旧
宮
平
保
育
所
跡

地
に
宮
平
の
伝
統
芸

能
保
存
継
承
す
る
た

め
資
料
館
を
整
備
し

ま
す
。

　

28
年
度
に
設
計
を

終
え
る
予
定
で
す
。

　

県
道
86
号
線
〜
町

道
49
号
線
を
結
ぶ
町

道
5
号
線
を
整
備
し

ま
す
。

　

用
地
取
得
を
早
期

に
行
う
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

　

国
道
５
０
７
号
付

近
の
市
街
地
と
区
画

整
理
区
域
、
第
二
団

地
、
国
道
３
２
９
号

を
結
ぶ
道
路
と
し
て

整
備
し
ま
す
。大城　雅史 氏（津嘉山）

任期：平成 28年４月  １日
　　　平成 32年３月 31日

67 平成28年3月定例会　はえばる議会だより193号平成28年3月定例会　はえばる議会だより193号

特
別
会
計
予
算

意
見
書
・
人
事

会　計 平成 28 年度 平成 27 年度 増減額 増減率
一般会計 132 億 6,890 万円 129 億 8,270 万円 2 億 8,620 万円 2.2%

特
別
会
計

国民健康保険 54 億 6,528 万円 57 億 5,585 万円 ▲ 2 億 9,057 万円 ▲ 5.0％
後期高齢者医療事業 2 億 3,978 万円 2 億 2,958 万円 1,020 万円 4.4％
下水道事業 7 億 6,555 万円 7 億 4,900 万円 1,655 万円 2.2％
土地区画整理事業 15 億 1,243 万円 13 億 5,682 万円 1 億 5,561 万円 11.5％
農業集落排水事業 2,106 万円 2,191 万円 ▲ 85 万円 ▲ 3.9％

 全会計 合計 212 億 7,300 万円 210 億 9,586 万円 1 億 7,714 万円 0.8％

各会計別の予算比較表

現場
調査

予
算
審
査
の
た
め
、
全
員
で
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

町
の
お
金
が
適
切
に
活
用
さ
れ
る
か
、
直
接
見
て
審
査

の
参
考
と
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
国
、
県
、
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
全
文
は
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

よ
な
は
保
育
園
を
認
可
化

【 

国
民
健
康
保
険 

】

過
去
２
年
の
医
療
費
の
鈍
化
と
平
成
28
年
度
診

療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
前

年
度
よ
り
減
額
と
な
り
ま
す
。

【 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険 

】

特
別
徴
収
保
険
料
は
被
保
険
者
が
91
人
増
え

た
こ
と
に
よ
り
2
9
8
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

【 
土
地
区
画
整
理
事
業 

】

本
園
度
は
、
宅
地
造
成
及
び
道
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
区
内
公
園
の
造
成
工
事
と
保

留
地
処
分
に
取
組
み
ま
す
。

【 

下
水
道
事
業 
】

主
に
津
嘉
山
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
与
那
覇
、
新
川
、
津
嘉
山
、

山
川
地
内
で
も
汚
水
管
布
設
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

工
事
期
間
：
平
成
28
年
６
月
〜
平
成
29
年
３
月

【 

農
業
集
落
排
水
事
業 

】

汚
水
管
処
理
施
設
改
修
と
管
路
工
事
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

意見書
全会一致で
可決

人事
全会一致で
同意

日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　

米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件･

事
故

･

犯
罪
が
戦
後
70
年
を
経
て
も
な
お
後
を

絶
た
な
い
。

　

日
米
地
位
協
定
は
安
全
保
障
体
制
や
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
50
年
以
上
の
間
、
一
度
も
改

正
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
運
用
改
善
や
環
境
補
足
協
定

の
締
結
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米

軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件･

事
故
等
か

ら
国
民
の
生
命･

財
産
と
人
権
を
守
る
に

は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
根
本
的
な
解
決

の
た
め
に
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に

見
直
す
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

提
出
者　

照
屋　

仁
士

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他

沖
縄
県
の
道
路
網
の
整
備
促
進

に
関
す
る
意
見
書

１
．那
覇
空
港
自
動
車
道(

小
禄

道
路)

、
沖
縄
西
海
岸
道
路
、

名
護
東
道
路(

数
久
田
〜

許
田
間)

、
南
部
東
道
路
及

び
ス
マ
ー
ト
・
追
加
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
ハ
シ
ゴ

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
整
備

２
．国
道
３
２
９
号
西
原
バ
イ

パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
や
主
要
交

差
点
の
改
善
整
備

３
．沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
首

里
駅
か
ら
沖
縄
自
動
車
道

ま
で
の
延
長
整
備
促
進

４
．離
島
架
橋
等
の
整
備
促
進

５
．無
電
柱
化
、
美
し
い
道
路

景
観
の
創
出
・
保
全
、
良

質
な
道
路
緑
化
等
の
推
進

提
出
者　

赤
嶺　

奈
津
江

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他 

教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

仲
村
渠
苗
子
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
教
育
委
員
に
大
城
雅
史
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の

構
成
員
で
、
教
育
や
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
等
の
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

【
教
育
委
員
会
の
構
成
】

・
赤
嶺　

幸
信 

氏
（
委
員
長
）

・
平
田　

峯
子 

氏

・
大
城　

雅
史 

氏

・
仲
宗
根
廣
美 

氏

・
赤
嶺　

正
之 

氏
（
教
育
長
）

特
別
会
計 

平
成
28
年
度
の
特
徴

宮
平
地
区
資
料
館

町
道
５
線
改
良
工
事

津
嘉
山
中
央
線

街
路（
２
工
区
）
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政
務
活
動
費
収
支
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

委
員
長
：
浦
崎
み
ゆ
き　

副
委
員
長
：
金
城
好
春

委
　
員
：
新
垣
由
雄
・
大
城
勝
・
大
宜
見
洋
文

　
　
　
　

照
屋
仁
士
・
赤
嶺
奈
津
江
・
大
城
毅

ハ
ブ
捕
獲
の
取
組
状
況
は

問 

危
険
生
物
駆
除
員
を
配
置
し
て

ハ
ブ
を
捕
獲
し
た
実
績
は
何
件
か
。

答 

平
成
27
年
年
度
は
89
匹
捕
獲
し

て
い
る
。
捕
獲
し
た
ハ
ブ
は
、
沖
縄

県
衛
生
環
境
研
究
所
に
無
償
提
供
し

て
い
る
。

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
状
況
は

問 

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
を
送
付

し
た
が
不
在
等
で
戻
っ
て
き
た
の
は

何
件
か
。

答 

受
け
取
っ
て
い
な
い
件
数
は
約

１
０
０
０
件
で
あ
る
。
保
管
期
間
を

平
成
28
年
３
月
か
ら
６
月
ま
で
延
長

す
る
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
取
組
は

問 

特
定
健
診
受
診
向
上
対
策
指
導

員
が
４
人
い
る
。
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答 

未
受
診
者
へ
電
話
折
衝
や
年
賀

状
送
付
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

１
人
あ
た
り
約
２
０
０
０
件
の
訪
問

折
衝
を
行
っ
て
い
る
。
40
歳
以
上
の

受
診
率
は
県
内
で
上
位
と
な
っ
て
い

る
。

●●●●●●●

経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城
勇　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委
　
員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和

　
　
　
　

宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

図
書
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
が
可
能
に

問 

図
書
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く

パ
ソ
コ
ン
上
で
蔵
書
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
利
用
方
法
は
ど
う
か
。

答 

南
風
原
町
の
Ｈ
Ｐ
よ
り｢

図
書

館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
」
を
選
択
す
る
と
資

料
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
や
お
知
ら
せ
も

確
認
で
き
る
。
子
ど
も
用
に
切
り
替

え
も
で
き
、
好
評
で
あ
る
。

津
嘉
山
ハ
イ
ツ
は
31
年
を
め
ど

問 

現
場
調
査
に
よ
り
旧
津
嘉
山
ハ

イ
ツ
は
ほ
ぼ
物
件
移
転
を
終
え
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
宅
地
造
成
が
終
了

す
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

答 

平
成
31
年
度
ま
で
の
終
了
予
定

で
あ
る
。

地
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問 

２
年
間
で
各
字
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
換
え
る
。
ど
の
字

か
ら
工
事
す
る
か
。

答 

防
犯
灯
は
１
５
０
０
基
あ
る
。

平
成
28･

29
年
度
に
７
５
０
基
ず
つ

工
事
予
定
で
あ
る
。
各
字
半
分
ず
つ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
換
え
て
い
く
。

政
務
活
動
費
と
は

　

議
会
の
活
性
化
と
議
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
審
査
能

力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
資
質
を

高
め
る
調
査
研
究
費
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

政
務
活
動
費
は
い
く
ら

月
額
１
万
５
千
円（
年
額
18
万
円
）

　

請
求
の
あ
っ
た
議
員
に
対
し
、
毎

年
４
月
と
10
月
に
半
年
分
を
一
括
し

て
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
額
に
残
額
が
あ
る
場
合
は
、

議
員
は
差
額
を
返
還
し
ま
す
。

透
明
性
の
確
保
が
重
要

　

一
定
の
調
査
費
が
交
付
さ
れ
る
た
め
、

使
途
が
不
透
明
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
収
支
報
告
書
や
領
収
書
添
付

を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動
の

実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
使
途
基
準

の
制
定
を
し
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

本
町
に
在
住
し
て
い
る
方
は
政
務

活
動
費
の
収
支
報
告
書
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
事
務
局　

８
８
９
ー
３
０
９
７

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、
必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、
２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
支
出
し
た
政
務
活
動
費
を
報
告

し
ま
す
。今
後
も
適
正
な
支
出
に
努
め
ま
す
。

委員会
レポート

政務
活動費

【利用方法】
①南風原町ホームページ
http://www.town.haebaru.lg.jp/
②トップ画面左側の図書館ＷＥＢ検索

③蔵書検索や図書館開館
　が確認できる
④図書館で本を借りる

▲
図書館WEB検索（PC用）

【政務活動費を充てることができる経費の範囲】
項　目 内　　　容

調査研究費 町の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費

研修費 研修会、講演会等の実施に要する経費、研修会等へ議員及び議員の雇
用する職員の参加に要する経費

広報・広聴費 活動の広報・広聴活動に要する経費

要請陳情等活動費 要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

会議費 各種会議、住民相談会等に要する経費、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 活動に必要な資料を作成するために要する経費

資料購入費 活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費

事務所費 活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費

事務費 活動に係る事務の遂行に要する経費

人件費 活動を補助する職員を雇用する経費

平成27年度政務活動費収支報告書　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

氏　名 交付
総額

使　　途
残余金

調査研究費 研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務所費 合計

知念　富信 180,000 125,581 1,000 45,924 172,505 7,495

新垣　由雄 180,000 44,881 44,881 135,119

大城　　勝 180,000 127,096 5,857 50,212 183,165 0

大宜見　洋文 180,000 157,370 64,500 18,900 3,000 243,770 0

照屋　仁士 180,000 49,800 66,766 10,560 127,126 52,874

赤嶺　奈津江 180,000 60,811 2,410 49,578 112,799 67,201

浦崎　みゆき 180,000 96,500 30,340 126,840 53,160

花城　清文 － － －

赤嶺　雅和 180,000 123,727 81,298 205,025 0

大城　　毅 180,000 126,252 3,500 129,752 50,248

宮城　寛諄 180,000 97,524 25,000 122,524 57,476

上原　喜代子 180,000 10,368 10,368 169,632

玉城　　勇 180,000 125,581 16,440 142,021 37,979

金城　好春 180,000 124,973 1,500 126,473 53,527

大城　真孝 － － －

宮城　清政 180,000 123,946 9,900 133,846 46,154

計 2,520,000 1,115,385 132,266 223,776 8,267 398,401 3,000 1,881,095 730,865
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一
般
質
問
　
赤
嶺
奈
津
江 

議
員

問 

こ
ど
も
医
療
費
を
病
院
や
調

剤
薬
局
の
窓
口
で
支
払
い
を
し
な

く
て
も
済
む
、
現
物
給
付
方
式
を

導
入
で
き
な
い
か
。

町  

長 

早
期
に
検
討
し
た
い
。

病
院
側
と
事
務
的
に
問
題
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
で
き
る
方
向
で
進
め
る
。

子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
問
う

問 

児
童
館
や
放
課
後
子
ど
も
教

室
な
ど
環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
学
校
か
ら
遠
い
地
域
の

子
ど
も
た
ち
は
自
宅
近
く
で
の
居

場
所
づ
く
り
も
必
要
と
な
る
。
各

自
治
会
で
の
居
場
所
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
。

副
町
長 

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
な
か
に
、
地
域

に
お
け
る
居
場
所
確
保
・
充
実

を
図
る
事
業
が
あ
る
。
公
民
館

等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
小

学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
・
遊
び
場
の
確
保
を
検
討
す
る
。

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業

展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

業
務
委
託
等
の
検
討
は

問 

社
協
へ
の
業
務
委
託
が
多
く

な
る
な
か
で
、
人
員
も
増
加
が
必

要
で
あ
る
。
社
協
が
使
用
し
て
い

る
事
務
所
は
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
を
本

庁
舎
に
戻
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

ち
む
ぐ
く
る
館
は
保
健

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
有
し
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
。

健
康
診
断
か
ら
健
康
相
談
、
健
康

教
育
等
を
同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
。
町
民
に
も
ち
む
ぐ
く
る

館
が
健
康
づ
く
り
の
活
動
拠
点
で

あ
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
班
を
本
庁
に
戻
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

定
期
的
に
庁
舎
内
の
各
課
の

配
置
等
や
新
た
な
外
部
委
託
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

副
町
長 

部
署
の
新
設
や
各
課
の

配
置
、
外
部
委
託
は
可
能
な
部
分

を
随
時
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
職
員
採
用
条
件
の

見
直
し
を

問 

本
町
の
職
員
採
用
試
験
に
お

い
て
、
社
会
人
経
験
枠
等
で
年
齢

条
件
を
撤
廃
し
、
即
戦
力
と
し
て

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町  

長 

専
門
職
や
特
別
な
人
材
は
、

こ
れ
ま
で
も
本
町
で
は
採
用
し
て

き
て
い
る
。
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

※
記
載
内
容
は
質
問
議
員
が
要
約
し
、
広
報
委
員
で
編
集
し
て
お
り
、
全
文
は
議
会
事
務
局
や
Ｈ
Ｐ
、
図
書
館
で
確
認
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
　
大
城
　
真
孝 

議
員

問 

津
嘉
山
土
地
区
画
整
理
地
内

の
県
道
１
２
８
号
線
を
町
道
に
移

管
す
る
話
は
い
つ
ご
ろ
あ
っ
た
の
か
。

副
町
長 

県
道
１
２
８
号
線
を
区

画
整
理
地
区
に
編
入
す
る
際
に
協

議
す
る
よ
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。

県
か
ら
平
成
19
年
３
月
に
区
域
内

の
道
路
網
が
整
備
さ
れ
た
時
点
で

県
道
１
２
８
号
線
の
廃
止
又
は
管

理
移
管
を
検
討
し
た
い
と
の
旨
協

議
が
あ
っ
た
。

町  
長

 

県
道
１
２
８
号
線
を
町

道
移
管
し
た
場
合
、
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

町
民
か
ら
理
解
を
得
る
こ
と
も
難

し
い
。
町
道
移
管
等
に
お
い
て
は

町
が
も
ら
い
受
け
る
の
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

津
嘉
山
雨
水
幹
線
工
事
の

範
囲
は
ど
こ
ま
で
か

問 

県
道
１
２
８
号
線
内
の
津
嘉

山
雨
水
幹
線
整
備
の
範
囲
は
ど
こ

ま
で
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

副
町
長 

起
点
は
現
在
工
事
を
進

め
て
い
る
津
嘉
山
自
動
車
学
校
付

近
か
ら
に
な
る
。
上
流
側
に
つ
い

て
は
津
嘉
山
中
央
線
が
交
差
す
る

箇
所
ま
で
の
整
備
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

問 

雨
水
幹
線
整
備
は
津
嘉
山
中

央
線
ま
で
と
い
う
の
は
本
来
の
計

画
が
こ
こ
ま
で
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

経
済
建
設
部
長 

津
嘉
山
中
央
線
か

ら
上
流
側
の
計
画
は
入
っ
て
い
な
い
。

雨
水
の
み
の
整
備
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
状
況
的
に
土
砂
の
堆
積
や

上
流
の
流
域
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
今
後
上
流
側
を
整
備
す
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

津
嘉
山
公
園
の
完
成
は

問

那
覇
空
港
滑
走
路
工
事
へ
の

残
土
受
け
入
れ
が
平
成
28
年
６
月

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
。
津
嘉

山
公
園
の
完
成
予
定
は
い
つ
か
。

副
町
長 

津
嘉
山
公
園
は
、
４
月

か
ら
土
砂
搬
出
を
行
う
。
そ
の
後

に
造
成
工
事
と
施
設
整
備
等
を
進

め
る
。
平
成
30
年
度
末
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。

問 

公
園
整
備
は
こ
れ
以
上
遅

ら
せ
て
は
い
け
な
い
事
業
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
で
も
、

早
期
に
で
き
な
い
か
。

町  

長 

事
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
、

基
金
や
一
般
会
計
も
含
め
て
検
討

し
た
い
。
遅
れ
が
、
生
じ
な
い
よ

う
進
め
て
い
く
。

赤嶺　奈津江 議員

こども医療費の
現物給付方式導入を
答　早期に導入を検討したい 大城　真孝 議員

津嘉山区画整理地内
県道128号線
町道移管を問う
答　町道移管は厳しい状況である



こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
消
費
者
生
活
相
談
に
つ
い
て

草木が繁茂する南風原南インターの状況

新南風原交差点周辺予定図
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一
般
質
問
　
知
念
　
富
信
　
議
員

一
般
質
問
　
大
城
　
勝 

議
員

問

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、

町
行
政
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
が
。

民
生
部
長 

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
妊
娠
期
、
乳
幼
児
期
、

そ
し
て
学
童
期
、
中
学
、
高
校
と

成
長
の
過
程
に
合
わ
せ
て
途
切
れ

の
な
い
よ
う
支
援
す
る
。

子
ど
も
達
の

居
場
所
づ
く
り
を

問 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
、
児
童
館
や
児
童
施
設
を

効
率
よ
く
使
え
な
い
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が

あ
る
か
。

副
町
長 

地
域
に
お
け
る
居
場
所

の
充
実
・
確
保
と
し
て
公
民
館
等

を
活
用
す
る
事
業
も
導
入
し
た
い
。

地
域
の
協
力
を
得
ら
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

名
人
制
度
の
継
続
を

問 

町
は
南
風
原
町
名
人
創
設
事

業
の
継
続
を
推
進
す
る
か
ど
う
か

を
問
う
。

副
町
長 

名
人
制
度
は
、
観
光
協

会
が
自
主
事
業
と
し
て
今
後
も
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
町
も

連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
。

山
川
交
差
点
周
辺
整
備
で

町
活
性
化
を

問 

山
川
交
差
点
周
辺
を
町
活
性

化
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

副
町
長 

第
４
次
南
風
原
町
総
合

計
画
の
土
地
利
用
構
想
に
お
い
て
、

山
川
交
差
点
を
地
域
産
業
ゾ
ー
ン

に
位
置
付
け
て
い
る
。
広
域
的
な

土
地
利
用
動
向
、
交
通
幹
線
軸
の

拠
点
、
新
た
な
産
業
を
集
積
す
る

空
間
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
町
の
南
玄
関
口
と
し
て

今
後
発
展
が
見
込
ま
れ
る
区
域
で

あ
る
。

問 

南
風
原
南
イ
ン
タ
ー
交
差
点

の
桁
下
付
近
に
繁
茂
す
る
雑
草
を

除
去
し
、
緑
化
し
て
遊
歩
道
を
作

り
住
民
の
憩
え
る
場
所
に
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

桁
下
付
近
に
草
木
が
繁

茂
し
て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。

管
理
者
で
あ
る
南
部
国
道
事
務
所

に
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
要
請

す
る
。
緑
化
し
て
、
地
域
住
民
に

開
放
す
る
こ
と
が
可
能
か
確
認
す

る
。

    

問

中
央
公
民
館
前
道
路（
県
道

２
４
１
号
線
・
黄
金
森
公
園
線
）の
早

期
着
工
を
要
望
す
る
。
着
工
時
期

は
何
年
度
か
。

副
町
長 

用
地
取
得
状
況
や
現
況
交

通
切
り
回
し
計
画
を
踏
ま
え
て
平

成
29
年
度
以
降
に
予
定
を
し
て
い
る
。

問 

道
路
計
画
の
用
地
取
得
状
況

は
ど
う
か
。

副
町
長 

平
成
28
年
２
月
末
現
在

で
37.

３
%
と
聞
い
て
い
る
。
公
民

館
前
の
入
口
付
近
で
約

３.２
m
の
盛

土
が
発
生
す
る
。
現
在
の
交
通
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
の
工
事
と
な

る
た
め
、
迂
回
路
に
つ
い
て
は
検

討
中
と
聞
い
て
い
る
。

問 

南
部
東
道
路
の
起
点
側
と
新

南
風
原
交
差
点
の
着
工
時
期
は
何

年
度
か
。

副
町
長 

南
部
東
道
路
の
起
点
側

と
新
南
風
原
交
差
点
の
着
工
時
期

は
平
成
30
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

役
場
前
道
路
の
進
捗
は

問 

役
場
前
道
路
の
完
了
年
度
は

何
年
度
か
。

副
町
長 

交
差
点
部
に
埋
設
物
、

占
用
物
の
移
転
な
ど
で
時
間
を
要

す
る
と
い
う
。
平
成
31
年
度
完
了

と
な
っ
て
い
る
。

問 

植
樹
は
全
路
線
完
了
後
に
な

る
の
か
。

副
町
長 

工
事
の
完
了
前
か
ら
植
え

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
文
化
セ
ン

タ
ー
付
近
は
ア
カ
ギ
、
役
場
付
近
は

ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、
兼
城
十
字
路
付
近

は
ア
カ
ギ
、
石
原
橋
か
ら
首
里
向
け

は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
と
な
っ
て
い

る
。

黄
金
森
公
園
に
展
望
台
建
設
を

問 

黄
金
森
公
園
に
展
望
台
を
設

置
し
、
観
光
施
設
に
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

町
文
化
財
保
護
委
員
会
と

の
協
議
や
施
工
方
法
、
傾
斜
地
等
の

難
し
い
条
件
が
あ
る
。
展
望
台
設
置

が
可
能
か
検
討
す
る
。

問 

黄
金
森
公
園
の
頂
上
ま
で
の

斜
面
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
の
花
々

を
植
え
、
町
花
を
広
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長 

黄
金
森
の
斜
面
地

は
北
側
に
な
っ
て
い
る
。
風
当
た

り
が
強
く
、
花
の
咲
く
植
物
は
育

ち
が
悪
い
。
中
央
公
民
館
裏
手
に

花
の
咲
く
木
等
を
植
栽
す
る
計
画

が
あ
る
。

問 

公
園
外
周
の
擁
壁
に
町
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
看
板
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長 

公
園
の
擁
壁
を
看

板
の
土
台
に
利
用
は
十
分
可
能
だ
が
、

高
速
道
路
か
ら
距
離
が
あ
る
た
め
、

看
板
の
大
き
さ
等
を
検
討
す
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

町
行
政
の
意
気
込
み
は

答　

成
長
の
過
程
に
合
わ
せ
て
途
切
れ
の
な
い
よ
う
支
援
す
る

大城　勝 議員

知念　富信 議員

中央公民館前道路の
早期着工を
答　平成29年度以降に予定している



公園利用者への注意喚起の看板（本部公園）

高校生向け啓発教材
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一
般
質
問
　
金
城
　
好
春 

議
員

一
般
質
問
　
照
屋
　
仁
士 

議
員

   

問

公
園
使
用
許
可
を
得
て
野
球

の
練
習
や
試
合
中
、
他
の
利
用
者

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
入
り
遊
ぶ
の

で
大
変
困
る
と
聞
い
た
。
ど
う
対

処
す
る
か
。
公
園
利
用
者
へ
マ
ナ
ー

の
周
知
や
安
全
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長 

安
心
・
安
全
な
公
園
の

管
理
運
営
や
利
用
者
の
マ
ナ
ー

は
、
役
場
窓
口
利
用
申
請
の
と
き
や
、

公
園
内
の
看
板
等
を
設
置
し
て
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

区
画
整
理
区
域
内
か
ら

搬
出
す
る
良
質
な
土
の
利

用
を

問 

町
道
57
号
線
と
区
画
整
理
事

業
区
域
内
と
の
境
界
付
近
は
、
西

側
の
土
地
を
か
さ
上
げ
し
た
結
果
、

本
部
後
原
の
一
部
が
窪
地
に
な
っ

て
い
る
。
区
域
内
か
ら
搬
出
し
て

い
る
良
質
な
土
を
客
土
し
て
水
平

な
土
地
に
整
備
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

盛
土
申
請
の
手
続
き
等
も

必
要
に
な
る
た
め
、
関
係
地
権
者

の
意
向
確
認
が
必
要
と
考
え
る
。

問 

地
権
者
に
、
客
土
を
希
望
す

る
か
ど
う
か
、
意
向
調
査
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

経
済
建
設
部
長 

意
向
調
査
の
予
定

は
な
い
。

問 

意
向
調
査
を
行
っ
た
方
が
い

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

経
済
建
設
部
長 

地
域
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
、
埋
め
土
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 
客
土
し
た
い
と
い
う
農
家
が

あ
れ
ば
、
そ
こ
に
客
土
し
て
も
ら

え
る
の
か
。

副
町
長 

盛
土
申
請
の
手
続
き
を

行
い
、
作
物
等
に
支
障
が
な
け
れ

ば
利
用
可
能
で
あ
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
解
消
と

健
康
増
進
を
問
う

問 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
診
断
さ
れ

た
町
民
の
割
合
と
人
数
は
ど
う
か
。

教
育
長 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
診
断

さ
れ
た
町
民
は
21.

３
％
で
５
３
５

人
で
あ
る
。

問 

島
唄
バ
ン
ド
「
ザ
・
ス
ー

タ
ー
ズ
」
の
歌
に
「
ヨ
ー
ガ
リ
た

い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
歌
が
あ
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
解
消
に
役
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長 「
ヨ
ー
ガ
リ
た
い
」
か
ら
、

メ
タ
ボ
を
解
消
し
た
い
と
伝
わ
っ

て
く
る
。
メ
タ
ボ
解
消
と
健
康
増

進
に
活
用
で
き
る
か
、
歌
へ
の
振

り
付
け
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問

地
域
青
年
団
の
全
国
組
織
・

日
本
青
年
団
協
議
会
（
以
下
、
日

青
協
）
は
、
１
９
７
２
年
か
ら
同

選
挙
権
の
早
期
実
現
を
求
め
て
き

た
。
私
自
身
も
含
め
、
18
歳
選
挙

権
実
現
の
署
名
活
動
に
係
わ
っ
た

青
年
が
本
町
に
も
多
数
い
る
。
日

青
協
で
は
２
０
１
５
年
７
月
６
日
、

「
18
歳
選
挙
権
の
実
現
に
伴
う
意

見
書
」
を
関
係
機
関
に
提
出
し
た
。

①
学
校
教
育
で
政
治
教
育
が
確
実

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
。

②
学
校
や
地
域
、
家
庭
、
企
業
が

相
互
に
連
携
し
補
完
し
合
い
、
支

援
す
る
社
会
教
育
、
青
年
教
育
の

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

③
政
治
倫
理
に
基
づ
く
公
正
な
選

挙
活
動
で
あ
る
こ
と
。

　

国
や
県
は
ど
の
よ
う
な
準
備
・

取
組
を
進
め
て
い
る
か
。

副
町
長 

総
務
省
は
、
選
挙
人
名

簿
シ
ス
テ
ム
改
修
や
ポ
ス
タ
ー

等
を
市
町
村
へ
配
布
す
る
。
文

科
省
と
連
携
し
、
高
校
生
向
け

副
教
材
を
作
成
す
る
。
県
は
啓

発
記
念
品
を
街
頭
で
配
布
、
従

来
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。

問 

本
町
で
新
た
な
有
権
者
は
何

人
か
。

副
町
長 

18
歳
４
４
０
人
、
19
歳

４
０
２
人
、
合
計
で
８
４
２
人
、

で
あ
る
。

問 

18
歳
、
19
歳
の
投
票
率
は
ど

の
よ
う
に
分
析
・
公
開
さ
れ
る
の

か
。総

務
課
長 

年
齢
別
の
投
票
率
の

公
開
は
以
前
か
ら
行
っ
て
い
な
い
。

開
示
す
る
か
、
調
査
し
て
い
き
た

い
。問 

有
権
者
に
一
番
身
近
な
行

政
は
南
風
原
町
の
町
行
政
で
あ
る
。

国
や
県
の
施
策
を
生
か
す
、
ま
た

は
補
完
す
る
よ
う
な
取
組
が
必
要

で
は
な
い
か
。
18
歳
選
挙
権
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

総
務
課
長 

情
報
収
集
し
て
本
町

も
対
応
し
て
い
く
。

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
目
指
す
姿
は

問 

国
の
平
成
28
年
度
地
方
創
生

関
連
予
算
で

①
地
方
創
生
深
化
の
た
め
の
新
型

交
付
金
１
０
０
０
億
円
。

②
総
合
戦
略
等
を
踏
ま
え
た
個
別

施
策
６
５
７
９
億
円
。

③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
１
兆
円
。

④
社
会
保
障
の
充
実
７
９
２
４
億

円
。

　

合
計
２
兆
５
５
０
３
億
円
と
い

う
膨
大
な
予
算
が
付
い
て
い
る
。

ど
う
本
町
行
政
に
生
か
せ
る
の
か
。

得
ら
れ
る
補
助
金
等
が
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長 

具
体
的
な
と
こ
ろ

は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

18歳選挙権に
どう取り組むか
答　情報収集して町も対応する

照屋　仁士 議員金城　好春 議員

公園利用者のマナー
と安全対策は
答　役場窓口利用申請や看板等を設置して注意喚起する



平成 28 年度こいのぼり掲揚式の様子

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
津
嘉
山
交
差
点
の
通
行
に
つ
い
て

①教育、文化、スポーツ活動の充実に関する事業

使いみち
地　域

合　計

寄付
件数 寄付額

6 340,000

②町民の健康増進及び福祉の向上に関する事業 5 420,000

16 940,000

⑤町民によるまちづくり活動の推進に関する事業 1 20,000

4 160,000

③産業の振興及び魅力ある観光地づくりに関する事業 0 0

④自然環境の保全及び景観の維持、再生に関する事業

⑥その他目的達成のために町長が必要と認める事業

0 0

平成 27年度ふるさと納税状況

1617 平成28年3月定例会　はえばる議会だより193号平成28年3月定例会　はえばる議会だより193号

問 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
事
業
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
継
続
拡
大

を
求
め
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
の

貧
困
緊
急
対
策
事
業
補
助
金
が

２
５
０
０
万
円
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
予
算
は
次
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
る
の
か
。

副
町
長 

内
閣
府
の
10
割
補
助
で

実
施
す
る
。
国
の
予
算
も
単
年
度

主
義
で
あ
り
、
継
続
す
る
か
ど
う

か
回
答
で
き
な
い
。
今
後
３
年
間

は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る

旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問 

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
が

必
要
で
あ
る
。
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

副
町
長 
本
年
度
か
ら
取
り
組
む

事
業
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

問 

県
で
は
貧
困
世
帯
の
医
療
費

の
窓
口
無
料
化
を
随
時
導
入
す
る

と
報
道
が
あ
っ
た
。
対
象
者
は
病

院
で
の
支
払
い
を
一
旦
猶
予
し
て

も
ら
い
、
後
日
役
場
で
医
療
費
を

借
り
て
支
払
い
す
る
。
役
場
へ
の

返
還
は
い
ら
な
い
と
し
て
る
。
対

象
者
だ
け
で
も
窓
口
で
の
支
払
い

を
ゼ
ロ
に
し
た
方
が
い
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

町  

長 

本
町
は
せ
っ
か
く
中
学

3
年
ま
で
無
料
化
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
本
当
に
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
。
生
活
の
厳
し

い
家
庭
が
支
払
い
を
し
な
く
て
も

よ
い
よ
う
、
病
院
と
調
整
し
、
支

障
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
実
施
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
、

返
礼
で
町
産
品
Ｐ
Ｒ
を

問

ふ
る
さ
と
納
税
で
特
産
品
が

も
ら
え
た
り
税
が
控
除
さ
れ
た
り

す
る
。
多
く
の
自
治
体
で
特
産
品

を
謝
礼
に
利
用
し
て
効
果
を
上
げ

て
い
る
。
本
町
で
は
、
謝
礼
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

書
面
に
よ
る
お
礼
状
を

送
付
し
て
い
る
。

問 

南
風
原
町
の
特
産
品
を
利
用

し
て
、
琉
球
絣
や
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長 

地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
部
分
は
あ
る
と
思
う
。

基
本
的
な
考
え
方
を
含
め
て
検
討
し
、

実
施
す
る
か
否
か
考
え
た
い
。

一
般
質
問
　
赤
嶺
　
雅
和 

議
員

一
般
質
問
　
宮
城
　
寛
諄 

議
員

   

問 

待
機
児
童
は
何
人
か
。
待
機

児
童
解
消
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
可

能
か
。

副
町
長 

４
月
入
所
に
係
る
待

機
児
童
は
、
３
月
８
日
現
在
で

２
５
９
人
、
昨
年
と
比
べ
て
87
人

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
待
機
児
童
を

解
消
す
る
計
画
で
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
想
定
よ
り
０
歳
か
ら
５

歳
の
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
を
変
更
し
施
設
整
備
等
を
追

加
す
る
こ
と
で
解
消
に
努
め
る
。

問 

具
体
的
に
ど
う
解
決
す
る
か
。

民
生
部
長 

子
ど
も
・
子
育
て
開

議
で
新
た
な
施
設
整
備
等
を
追
加

し
た
。
計
画
の
変
更
と
し
て
60
人

規
模
の
保
育
園
を
当
初
１
カ
所
の

予
定
を
３
カ
所
に
増
や
す
。
小
規

模
保
育
は
次
年
度
２
カ
所
追
加
し
、

増
築
も
追
加
す
る
。
既
存
の
認
可

保
育
園
の
定
数
増
、
定
員
増
も
図
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
議
論
を
平
成
28

年
度
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
計

画
に
盛
り
込
み
待
機
児
童
解
消
に

努
め
る
。

地
域
限
定
保
育
士
の

現
状
は

問

地
域
限
定
保
育
士
の
受
験
生

は
何
人
か
。

副
町
長 

受
験
者
は
５
２
３
人
で

合
格
者
は
78
名
、
合
格
率
は
約
15

%
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
別
の

受
験
者
は
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
把

握
し
て
い
な
い
。

問

地
域
限
定
保
育
士
制
度
で
保

育
士
不
足
は
解
消
で
き
る
か
。

副
町
長 

保
育
士
資
格
の
試
験
が

追
加
さ
れ
保
育
士
が
78
人
増
え
た
。

保
育
士
不
足
に
一
定
の
効
果
は
あ

る
と
思
う
。
保
育
士
の
確
保
は
各

市
町
村
で
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

町
で
は
保
育
士
等
の
給
与
補
助
を

２
０
０
０
円
増
額
し
、
平
成
28
年

度
か
ら
月
額
５
０
０
０
円
と
し
て

予
算
計
上
を
し
て
い
る
。

こ
ど
も
の

貧
困
問
題
に
つ
い
て

問 

沖
縄
県
は
全
国
一
貧
困
率
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
町

は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

民
生
部
長 

本
町
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
数

値
に
囚
わ
れ
ず
本
当
に
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

支
援
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

答　

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
施
策
を
実
施
す
る

宮城　寛諄 議員
赤嶺　雅和 議員

待機児童の解消は
答　新たな認可保育園の施設整備を前倒しで行う



地域通貨まーぶ流通の仕組み

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
観
光
発
信
施
設
基
本
構
想
・
基
本
計

　

画
策
定
委
員
会
に
つ
い
て

○
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
P
R
を

○
町
内
事
業
所
の
規
模
拡
大
へ
の
要
望

　

や
企
業
誘
致
へ
の
検
討
は

○
小
中
学
校
の
交
換
留
学
制
度
を

○
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
整
備
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
南
星
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
善
を 

○
バ
ス
停
へ
の
屋
根
設
置
の
取
組
は

歩道設置を要望している場所（喜屋武）
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一
般
質
問
　
大
宜
見
洋
文 

議
員

   

問 

沖
縄
県
で
は
全
国
平
均
の

16.

３
%
を
大
き
く
上
回
る
29.

３

%
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る

と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
町
の
子

ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
実
態
を
調

査
す
る
計
画
が
あ
る
か
。

副
町
長 

小
中
学
校
の
不
登
校
及

び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
数
、

中
卒
及
び
高
校
中
退
数
、
若
年
出

産
数
、
一
人
親
世
帯
の
数
を
把
握

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
対
応
す
る
こ

と
で
、
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
新
た
な
調
査
は
考
え
て

い
な
い
。

就
学
援
助
を
受
け
や
す
く

問 

就
学
援
助
の
受
給
基
準
を
緩

和
し
て
こ
れ
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
も
受
給
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

生
活
保
護
世
帯
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
基
準

所
得
額
1.3
倍
未
満
の
世
帯
が
対
象

と
な
る
。
受
給
基
準
は
、
県
内
他

市
町
村
と
比
較
し
て
広
い
。

保
育
園
を
断
ら
れ
る
子
が

な
く
な
る
よ
う
に

問 

新
年
度
の
保
育
園
入
園
を
断

ら
れ
た
子
ど
も
は
何
人
か
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
を
前
倒
し

し
て
保
育
園
を
増
や
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

副
町
長 

待
機
児
童
は
、
３
月
８

日
現
在
で
２
５
９
人
で
あ
る
。
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
で
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
計
画
変
更
を
了
解

を
得
た
。
平
成
28
年
度
に
新
設
保

育
園
増
な
ど
変
更
計
画
に
沿
っ
て

対
応
す
る
。

問 

計
画
を
変
更
し
て
設
置
さ
れ

る
２
園
は
い
つ
か
ら
保
育
が
始
ま

る
の
か
。

民
生
部
長 

新
た
に
追
加
す
る
２

園
も
、
平
成
29
年
度
か
ら
保
育
を

始
め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

喜
屋
武
の
通
学
路
改
善
は

問 

県
道
86
号
線
、
喜
屋
武
91
番

地
付
近
で
歩
道
が
切
れ
て
大
変
危

険
で
あ
る
。
改
善
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

副
町
長 

県
南
部
土
木
事
務
所
で

事
業
化
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
12
月

に
用
地
の
不
動
産
鑑
定
を
終
え
、

３
月
中
に
は
地
積
測
量
図
の
完
成

予
定
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
早
期

に
物
件
調
査
委
託
業
務
を
発
注
す

る
と
確
認
し
て
い
る
。

一
般
質
問
　
大
城
　
毅 

議
員

問 

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に

対
し
、
平
成
28
年
度
の
具
体
的
な

支
援
事
業
は
ど
う
か
。

副
町
長 

内
閣
府
の
10
割
補
助
で
、

子
ど
も
元
気
ル
ー
ム
事
業
と
し
て

子
ど
も
の
夜
の
居
場
所
を
中
学
校

区
に
１
つ
ず
つ
確
保
す
る
。
こ
ど

も
課
に
子
ど
も
元
気
支
援
補
助
員

を
２
人
配
置
し
、
各
関
係
機
関
と

の
連
携
で
施
策
を
推
進
す
る
。

問 

子
ど
も
元
気
ル
ー
ム
は
、
不

登
校
や
引
き
こ
も
り
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
も
あ
る
。
現
在
、
教
育

委
員
会
が
行
っ
て
い
る
事
業
と
ど

こ
が
違
う
の
か
。

こ
ど
も
課
長

 

対
応
す
る
時
間
帯

を
新
た
に
夜
間
、
土
日
、
長
期
休

暇
な
ど
に
も
対
応
す
る
。
今
回
の

元
気
ル
ー
ム
事
業
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
事
業
の
実
施
で
子
ど
も

た
ち
へ
の
切
れ
目
の
な
い
対
応
が

で
き
る
。

問 

元
気
ル
ー
ム
事
業
の
実
施
で

何
が
期
待
で
き
る
の
か

こ
ど
も
課
長

 

子
ど
も
元
気
ル
ー

ム
で
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
子

ど
も
か
ら
見
た
ら
斜
め
の
関
係
に

な
る
。
こ
の
斜
め
の
関
係
の
大
人

と
信
頼
関
係
を
築
い
た
と
き
に
、

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
本
音
を
喋
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
背
景

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

対
応
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
子
ど

も
が
ほ
っ
と
し
た
瞬
間
に
出
て
く

る
言
葉
を
引
き
取
り
、
懇
切
丁
寧

に
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
自
立
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
期
待
し
て
い
る
。

問 「
ま
ー
ぶ
」
は
、
大
阪
府
箕
面

市
で
流
通
し
て
い
る
地
域
通
貨
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
対
価
と
し
て

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
子

ど
も
食
堂
で
も
利
用
で
き
る
と
思

う
が
、
町
と
し
て
「
ま
ー
ぶ
」
の

意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長

 
子
ど
も
た
ち
が
お

手
伝
い
や
人
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
と
お
し
て
「
ま
ー
ぶ
」
を
稼
ぐ

行
為
は
働
く
こ
と
の
苦
労
の
体
験
、

人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
得

れ
て
大
変
素
晴
ら
し
い
。

大城　毅 議員

町の子どもの
貧困実態調査を
答　現在把握しているデータで
　　救うことができると考えている

子
ど
も
元
気
ル
ー
ム
事
業
で

何
が
期
待
で
き
る
の
か

答　

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
こ
と
で
自
立
に
貢
献
す
る

大宜見洋文 議員
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問

 

町
育
英
会
の
新
規
貸
与
人
数

の
推
移
は
ど
う
か
。

教
育
長 

平
成
27
年
度
に
育
英
会

貸
与
を
適
用
し
た
の
が
１
人
、
26

年
度
も
１
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

問 

子
ど
も
の
貧
困
、教
育
の
格
差

と
問
題
視
さ
れ
て
い
る
今
、１
人
と

い
う
数
字
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長 

本
町
よ
り
も
他
の
育
英

会
の
ほ
う
が
貸
与
金
額
が
高
い
場

合
、
他
の
育
英
会
へ
推
薦
を
し
て

い
る
。
そ
の
他
は
規
則
に
該
当
し

な
い
た
め
支
給
が
で
き
な
か
っ
た
。

問 

今
現
在
で
育
英
資
金
滞
納
額

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

教
育
長 

育
英
会
の
滞
納
額
は
、

平
成
26
年
度
で
１
８
２
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問 

償
還
に
対
し
て
就
職
が
順
調

で
あ
っ
て
も
初
任
給
で
月
３
万
円

か
ら
４
万
円
の
返
済
に
無
理
が
あ

る
と
思
わ
な
い
か
。

教
育
長 

貸
し
付
け
を
す
る
時
に

了
解
を
も
ら
う
。
そ
れ
に
基
づ
き

返
済
を
お
願
い
し
て
い
る
。
事
情

を
考
慮
し
て
減
額
に
も
応
じ
て
い

る
。問 

県
教
育
委
員
会
が
返
済
義
務

の
な
い
給
付
型
の
奨
学
金
を
始
め

る
方
針
で
あ
る
。本
町
も
新
た
な
制

度
を
創
設
し
、支
援
策
が
で
き
な
い

も
の
か
。

町  

長

 

償
還
な
し
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
し
、
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

問 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
つ

に
就
労
支
援
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
義
務
教
育
を
終
え
た
子
ど

も
た
ち
の
調
査
は
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

就
労
支
援
も
大
切
な
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。
町
で
は
支

援
を
必
要
す
る
対
象
者
の
把
握
の

た
め
、
高
校
進
学
や
就
労
以
外
の

人
数
、
高
校
中
途
退
学
者
の
人
数

を
確
認
し
て
い
る
。

問 

親
の
生
活
が
向
上
し
な
い
限

り
子
ど
も
に
も
さ
ら
に
貧
困
が
連

鎖
さ
れ
る
。生
活
保
護
の
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
も
た

ど
り
着
け
な
い
と
い
う
実
態
調
査

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

民
生
部
長 

貧
困
を
含
め
、
い
ろ

い
ろ
な
家
庭
状
況
、
保
護
者
の
状

況
が
あ
る
。
役
場
や
社
協
に
相
談

窓
口
が
あ
る
。
学
校
に
限
ら
ず
い

ろ
い
ろ
な
把
握
の
仕
方
が
あ
る
。

機
会
を
捉
え
て
生
活
保
護
の
申
請

に
つ
な
げ
て
い
く
。

問 

町
内
の
都
市
公
園
は
、
清
掃
、

草
刈
り
が
行
わ
れ
利
用
者
に
喜
ば

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
樹
木
が
成

長
し
園
路
が
湿
っ
て
い
る
所
が
あ

る
。
剪
定
は
樹
木
を
整
え
る
た
め

に
枝
の
一
部
を
切
り
生
育
を
等
し

く
す
る
に
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

剪
定
及
び
管
理
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

副
町
長 

樹
木
の
剪
定
に
は
、
年

に
１
回
程
度
の
頻
度
で
、
台
風
シ
ー

ズ
ン
前
に
行
っ
て
い
る
。
剪
定
は
、

公
園
利
用
者
の
た
め
に
木
陰
の
確

保
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
影
響
に

よ
り
園
路
が
湿
っ
て
い
る
状
況
が

あ
れ
ば
清
掃
等
で
対
応
す
る
。

問 

剪
定
を
行
う
こ
と
で
、
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
確
保
し
公

園
の
良
さ
、
心
地
良
さ
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
町
民
に
喜
び
を
与
え
る
。

各
公
園
の
管
理
計
画
な
ど
予
算
確

保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長 

公
園
の
維
持
管
理
は
、

４
人
の
清
掃
班
が
常
時
各
公
園
を

巡
回
し
て
清
掃
を
し
て
い
る
。
公

園
施
設
の
修
繕
に
は
、
小
規
模
の

場
合
に
は
大
工
班
に
て
補
修
を
行
っ

て
い
る
。
予
期
せ
ぬ
大
規
模
な
補

修
に
は
、
補
正
予
算
等
で
対
応
し

て
い
く
。

南
風
原
ダ
ム
の
水
利
用
を

問 

宮
城
区
の
隣
に
与
那
原
町

大
見
武
区
の
土
地
改
良
区
が
あ

る
。
半
数
近
く
本
町
が
農
家
で
あ
り
、

水
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
南

風
原
ダ
ム
の
水
が
利
用
で
き
る
よ

う
与
那
原
町
と
協
議
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

与
那
原
町
か
ら
水
事
情

に
つ
い
て
協
議
が
あ
れ
ば
、
宮
城
、

宮
平
、
喜
屋
武
地
区
の
水
利
組
合

の
意
向
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

防
虫
、
防
風
ネ
ッ
ト
等
の

助
成
状
況
は

問 

く
が
に
市
場
開
店
に
向
け

野
菜
生
産
増
産
も
含
め
防
虫
・
防

風
ネ
ッ
ト
等
の
助
成
を
し
て
い
る
。

農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金
の

利
用
者
と
面
積
は
い
く
ら
に
な
っ

て
い
る
か
。

副
町
長 

補
助
事
業
の
利
用
者
と

面
積
は
、
平
成
26
年
度
は
利
用
者

17
人
、
面
積
で
３
万
１
６
８
１
㎡
、

27
年
度
で
利
用
者
12
人
、
面
積
で

２
万
８
５
４
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
　
上
原
喜
代
子 

議
員

一
般
質
問
　
玉
城
　
勇 

議
員

玉城　勇 議員

各公園樹木の剪定を
行っているか
答　年に１回台風シーズン前に行っている

南風原町育英会
資金貸与の現状は
答　平成26年度、27年度ともに１人である

上原喜代子 議員

■育英会貸与のおもな内容

応募資格

貸 与 額
県外在学

県内在学

４万円／月

３万円／月

期　間

返済額

卒業翌月の１年後～４年間

月額以上の金額
償　　還

住所または本籍がある者 
学校基本法の定める学校に進学 
他の奨学金の貸与を受けていない



こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
広
報
は
え
ば
る
合
冊
版
の
発
行
を

授乳スペース等が検索できるアプリ（世田谷区）
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問 

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
に
は
、
情
報
の
提
供

が
求
め
ら
れ
る
。
東
京
都
世
田
谷

区
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
世
田
谷
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
に

も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

副
町
長 

ア
プ
リ
で
は
妊
娠
期
か
ら

の
子
育
て
支
援
情
報
を
、
手
軽
に

取
得
で
き
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
導
入
を
検

討
す
る
。

問 

今
後
の
保
育
園
整
備
で

予
定
の
大
幅
見
直
し
等
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

こ
ど
も
課
長

 

平
成
28
年
度
は
保

育
園
改
修
１
カ
所
、
小
規
模
保
育

園
４
カ
所
、
保
育
所
分
園
、
保
育

所
整
備
３
カ
所
等
で
３
１
６
人
増

と
な
る
。
平
成
29
年
度
は
３
２
４

人
増
の
合
計
６
４
０
人
増
で
待
機

児
童
解
消
に
向
け
取
り
組
む
。

問 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
支

援
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点

（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

の
設
置
の
見
解
を
問
う
。

保
険
福
祉
課
長 

母
子
保
健
手
帳
の

交
付
の
際
に
、
全
妊
婦
と
面
談
を

行
い
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
必
要

に
応
じ
継
続
支
援
や
各
健
診
時
に

情
報
提
供
し
て
い
る
。
電
話
相
談

や
来
所
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

民
生
部
長 

民
生
部
と
社
協
等
と

の
連
携
が
で
き
て
い
る
。
本
町
は

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
な
り
得
る
べ
き
３
要
素
は
、
ほ

ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

ど
う
な
る

南
風
原
町
の
貧
困
対
策

問 

県
の
創
設
す
る
基
金
を
本
町

は
ど
う
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

副
町
長 

30
億
円
の
基
金
を
活
用

し
て
生
活
困
窮
世
帯
の
放
課
後
事

業
の
居
場
所
確
保
策
と
し
て
学
童

ク
ラ
ブ
保
育
料
の
補
助
を
要
請
し

て
い
る
。

住
民
の
命
を
守
る

自
主
防
災
組
織
の
設
立
急
げ

問 

自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
問
う
。

町  

長 

自
主
防
災
組
織
は
必
要

だ
が
本
町
は
組
織
が
な
い
。
町
全

体
で
防
災
意
識
は
弱
く
、
安
堵
感

を
持
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
い

ざ
と
い
う
と
き
を
想
定
し
常
に
防

災
意
識
を
持
ち
な
が
ら
呼
び
か
け

を
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
　
浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

一
般
質
問
　
花
城
　
清
文 

議
員

   

問 

サ
ッ
カ
ー
誘
致
に
２
年
間
で

５
３
１
９
万
円
か
か
っ
た
。
そ
の

経
費
は
削
減
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長 

事
業
費
は
適
正
と
考
え
て

い
る
。

問 

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
の
際

に
イ
オ
ン
南
風
原
店
か
ら
無
料
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。
文
化
セ
ン

タ
ー
や
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
に
移

せ
な
い
か
。
文
化
セ
ン
タ
ー
は
町

民
と
の
交
流
が
で
き
る
。
く
が
に

市
場
は
本
町
で
生
産
さ
れ
た
製
品

が
並
ぶ
。
町
民
の
利
益
に
つ
な
が

る
が
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長 
施
設
に
来
る
方

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
連
携
し
、

調
整
す
る
。

待
機
児
童
の
対
策
は

問 

平
成
28
年
度
の
保
育
園
に

入
園
で
き
な
か
っ
た
乳
幼
児
が

２
５
９
人
い
る
。
待
機
児
童
を
解

消
す
る
に
は
保
育
園
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
３
件
の
認
可
園
設
置

希
望
が
あ
る
な
ら
、
早
め
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

民
生
部
長 

１
園
は
、
平
成
28
年

度
予
算
計
上
し
て
い
る
。
残
り
２

園
は
、
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

幼
稚
園
の
運
営
は

問 

以
前
の
質
疑
で
ク
ラ
ス
担
任

は
資
格
を
持
っ
た
正
規
職
員
を
充

て
る
と
あ
っ
た
。
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

教
育
部
長 

５
歳
児
は
、
２
ク
ラ

ス
が
非
常
勤
職
員
で
あ
り
随
時
対

応
し
て
い
く
。

問 

職
員
の
採
用
が
厳
し
い
の
で

あ
れ
ば
土
曜
保
育
を
す
る
園
、
延

長
保
育
を
す
る
園
と
分
け
て
は
ど

う
か
。

教
育
部
長 

園
を
分
け
る
考
え
は

な
い
。

問 

幼
稚
園
は
３
歳
児
も
保
育

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

幼
稚
園
で
の
教
育
は
厳
し
い
と
思
う
。

そ
こ
で
３
歳
児
の
保
育
や
子
ど
も

貧
困
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

等
々
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
各

字
に
認
定
子
ど
も
園
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

民
生
部
長 

認
定
子
ど
も
園
設
置

は
平
成
28
年
度
か
ら
調
査
検
討
す
る
。

東
新
川
に
こ
れ
以
上
墓
を

造
ら
せ
な
い
で

問 

東
新
川
は
人
口
増
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
懇
談
会
で
こ
れ
以
上
墓
を
造

ら
さ
な
い
よ
う
条
例
を
検
討
す
る

と
答
弁
も
あ
っ
た
。
規
制
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

土
地
の
状
況
、
公
衆
衛
生

上
及
び
公
共
の
福
祉
の
観
点
か
ら

判
断
し
指
導
を
行
う
。

サッカー誘致に
掛かった
5319万円は適正か
答　事業費は適正と考えている

子ども・子育て
支援策の充実を
答　妊娠期から子育て期の包括的な支援を行う

花城　清文 議員浦崎　みゆき 議員



　県内外の議会が研修のため訪
れました。本町の議会活性化の
取り組みを報告しました。互い
に意見交換等することでまちづ
くりの意識を高めることができ
ました。
西原町議会（４月19日）
石川県加賀市議会（４月20日）
読谷村議会（４月25日）

西原町議会との意見交換会

編
集
後
記

次回定例会の開会予定
6月7日(火)午前10:00

※環境保全のため、古紙配合率100％再生紙と
　植物油インキを使用しています。
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印
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会
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近
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美

術

町民の声
　

南
風
原
町
に
移
り
住
ん
で
12

年
、
環
境
の
良
さ
に
心
か
ら
よ

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
４
人
の
子
育
て
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

的
で
、
性
格
も
行
動
も
ば
ら
ば

ら
で
す
。
そ
ん
な
子
育
て
を
通

し
て
学
ん
だ
の
が
地
域
の
力
で
す
。

老
人
会
の
皆
さ
ん
、
ご
近
所
の

先
輩
マ
マ
さ
ん
、
小
学
校
に
入

る
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
頼
も
し
い
先
輩

方
、
そ
し
て
先
生
方
と
、
本
当

に
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
の
中
に
、
中

学
生
の
カ
ナ
ダ
と
ハ
ワ
イ
へ
の

交
流
事
業
や
、
小
学
生
の
県
外

で
の
平
和
学
習
交
流
事
業
な
ど
、

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
て
く

れ
る
機
会
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
要
望
し
た
い
事
を

二
点
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

①
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

で
す
。
小
学
校
と
比
べ
風
が
通

ら
ず
、
蒸
し
風
呂
の
中
で
の
授

業
は
過
酷
で
、
夏
の
参
観
日
に

は
毎
回
感
じ
て
い
ま
す
。

　

②
自
習
室
の
あ
る
図
書
館
が

欲
し
い
で
す
。
中
央
公
民
館
は

席
の
競
争
率
が
高
く
、
ま
た
利

用
時
間
も
制
限
が
あ
り
、
な
か

な
か
使
え
な
い
そ
う
で
す
。
自

習
室
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

家
計
の
経
済
負
担
も
助
か
り
ま

す
。
な
に
よ
り
子
ど
も
の
未
来

の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
熱
心
な
南
風
原
町
と

地
域
に
感
謝

新
川

柴し
ば
や
ま山

　
睦む

つ
こ子 

さ
ん

表紙の題字・写真をお寄せください
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写
真をお待ちしています。ご意見・要望なども広く募集しています。

連絡先：議会事務局（担当：広報係　新
しんじょう

城）
TEL.889-3097   FAX.889-4499
E-Mail　H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

●
委
員
長

　
金
城
　
好
春

●
副
委
員
長

　
赤
嶺
　
奈
津
江

●
委
員

　

大
宜
見
　
洋
文

　
照
屋
　
仁
士

　
赤
嶺
　
雅
和
　

　
宮
城
　
寛
諄

広
報
委
員
会

南風原町議会中継

　

本
議
会
の
広
報
誌
が
優
秀
賞
と

写
真
賞
を
受
賞
し
た
。

　

構
成
が
良
か
っ
た
と
い
う
事
か
。

広
報
委
員
は
、
中
学
生
で
も
理

解
で
き
る
内
容
、
文
字
の
大
き
さ
、

記
事
の
配
置
な
ど
気
を
つ
け
て
い
る
。

た
だ
、
町
民
に
ど
れ
だ
け
読
ま
れ

て
い
る
か
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
。

　

議
会
報
告
会
を
毎
年
開
催
し
て

い
る
が
、
集
ま
り
は
決
し
て
多
く

な
い
。
今
年
は
、
趣
向
を
変
え
て
、

町
民
の
集
ま
っ
て
い
る
場
所
へ
出
か

け
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
博
覧
会
や
商
業
施
設
な
ど
調

整
中
で
あ
る
。

　

広
報
誌
を
読
ん
で
も
ら
う
、
議

会
報
告
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
議
員
は
何

を
し
て
い
る
か
、
議
会
と
は
、
理

解
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
る
。
選

挙
の
投
票
率
が
ア
ッ
プ
す
る
か
も
、

な
ど
考
え
た
ら
短
絡
す
ぎ
る
か
。

が
ん
ば
ろ
う
。

　
　
　
　
（
担
当
／
宮
城　

寛
諄
）

議会活性化について
視察の受け入れを

しました


